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報道関係各位 

仕事の世界におけるハラスメントに関する実態調査2019 
日本労働組合総連合会（略称：連合、所在地：東京都千代田区、会長：神津 里季生）は、2019年6月に開催

予定の国際労働機関（ILO）の総会において、「仕事の世界における暴力とハラスメント」に関する条約案が採

択されるよう、日本政府に条約案の支持と採択後の批准を求めています。 

この度、職場や就職活動におけるハラスメントの実態を把握し、条約の必要性をアピールするため、「仕事の

世界におけるハラスメントに関する実態調査2019」を2019年5月8日～5月9日の2日間でインターネットリサー

チにより実施し、全国の20歳～59歳の有職男女（自ら起業した者や経営者、自営業者などを除く）1,000名の

有効サンプルを集計しました。（調査協力機関：ネットエイジア株式会社） 

 

【調査結果のポイント】 

「職場でハラスメントを受けたことがある」全体の38% 

上司からのハラスメントで多いのは「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」 

同僚からハラスメントで多いのは「隔離・仲間外し・無視などの人間関係からの切り離し」 

ハラスメントを受けた人の54%が「仕事のやる気喪失」、 

22%は「心身不調」、19%が「退職・転職」 

ハラスメントを受けた20代の3割近くが離職を選択 

「就活中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」20代男性の21% 

就活中に女性が受けたセクハラ 

「性的冗談」「執拗な誘い」「身体への接触」などが多い傾向 

 

◆職場におけるハラスメント （P.2 -P.7） 

・「職場でハラスメントを受けたことがある」全体の38% 

・受けたハラスメントの行為類型 「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」が41% 

・職場でハラスメントを受けた女性の38%がセクハラ被害者 

・上司からのハラスメントで多いのは「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」 

同僚からハラスメントで多いのは「隔離・仲間外し・無視などの人間関係からの切り離し」 

・取引先からハラスメントで多いのは「セクシュアル・ハラスメント」 

・ハラスメントを受けた人の44%が「誰にも相談しなかった」 最多の理由「相談しても無駄だと思ったから」 

・ハラスメントを受けた人の54%が「仕事のやる気喪失」、22%は「心身不調」、19%が「退職・転職」 

・ハラスメントを受けた20代の3割近くが離職を選択 

◆就職活動におけるセクシュアル・ハラスメント （P.8 -P.12） 

・「就活中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」20代男性の21% 

・就活中に女性が受けたセクハラ 「性的冗談」「執拗な誘い」「身体への接触」などが多い傾向 

・就活中にセクハラを受けた人の38%が「就活のやる気喪失」、14%は「人と会うのが怖くなった」と回答 

◆回答者の基本的属性 （P.13 -P.14）  

2019 年 5 月 28 日 
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連合は、職場におけるあらゆるハラスメントに対応できるように、「職場のいじめ・嫌がらせ」の行為類型につ

いて、下記の通り包括的に例示した上で対策を講じるべきだと考えています。 

今回の調査では、下記の8類型に関する職場のハラスメントとともに、就職活動時のセクシュアル・ハラスメ

ントの実態についても調査いたしました。 

 

① 暴行・傷害などの身体的な攻撃 

② 脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃 

③ 隔離・仲間外し・無視などの人間関係からの切り離し 

④ 業務上明らかに不要なことや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害などの過大な要求 

⑤ 業務上の合理性なく、能力や経験とかけ離れた程度の低い仕事を命じることや仕事を与えないことなどの

過小な要求 

⑥ 私的なことに過度に立ち入ることなどの個の侵害 

⑦ セクシュアル・ハラスメント 

⑧ その他ハラスメント（その他のいじめ・嫌がらせに該当する行為） 

≪職場におけるハラスメント≫ 

◆「職場でハラスメントを受けたことがある」全体の38% 

 

全国の 20 歳～59 歳の有職者（※）1,000 名（全回答者）に、職場で受けたことがあるハラスメントを聞きまし

た。 

※ 民間企業や組織等の職場における労働者の実態を把握することが目的のため、自ら起業した者や自営業者、会社役員・経

営者は除いた（ただし、自営の家族従業者は対象）。 

 

まず、職場でハラスメントを受けたことがある人の割合を算出すると 37.5%でした。職場でハラスメントの被

害を受けている人が決して少なくない実態が明らかとなりました。 

 

 
  

受けたことが

ある

37.5％
受けたことは

ない

62.5％

職場でハラスメントを受けたことがある人の割合

全体【n=1000】

調査結果 

調査概要 
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◆受けたハラスメントの行為類型 「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」が41% 

◆職場でハラスメントを受けた女性の38%がセクハラ被害者 

 

次に、職場でハラスメントを受けたことがある人（375 名）が、どのような行為を受けたのかをみると、「脅迫・

名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」が 41.1%、「業務上明らかに不要なことや遂行不可能なこと

の強制、仕事の妨害などの過大な要求」が 25.9%、「私的なことに過度に立ち入ることなどの個の侵害」が

22.7%になるなど、パワーハラスメントに該当しうる行為を受けたという人が散見されました。仕事上の優位な

立場を利用した嫌がらせにより、精神的な苦痛を感じたという人が多いようです。また、「セクシュアル・ハラスメ

ント」は 26.7%でした。 

男女別にみると、「暴行・傷害などの身体的な攻撃」（男性 17.0%、女性 5.0%）や「業務上明らかに不要なこ

とや遂行不可能なことの強制、仕事の妨害などの過大な要求」（男性 30.7%、女性 21.6%）といった行為では

男性のほうが高くなり、「私的なことに過度に立ち入ることなどの個の侵害」（男性 18.2%、女性 26.6%）は女性

のほうが高くなりました。また、「セクシュアル・ハラスメント」（男性 14.2%、女性 37.7%）も女性のほうが高く、女

性では約 4 割でした。 
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職場で受けたことのあるハラスメントの内容 ［複数回答形式］ 対象：職場でハラスメントを受けたことがある人

暴行・傷害
などの
身体的な
攻撃

脅迫・名誉
棄損・侮辱・
ひどい暴言
などの
精神的な
攻撃

隔離・
仲間外し・
無視などの
人間関係
からの
切り離し

業務上
明らかに

不要なことや
遂行不可能
なことの
強制、
仕事の

妨害などの
過大な要求

業務上の
合理性なく、
能力や経験
とかけ離れた
程度の低い
仕事を命じる
ことや仕事を
与えないこと
などの

過小な要求

私的なことに
過度に

立ち入ること
などの
個の侵害

セクシュアル
・ハラスメント

その他
ハラスメント

全体 375 10.7 41.1 21.3 25.9 18.1 22.7 26.7 42.9
男性 176 17.0 41.5 19.3 30.7 22.2 18.2 14.2 42.0
女性 199 5.0 40.7 23.1 21.6 14.6 26.6 37.7 43.7
20代 88 18.2 36.4 14.8 25.0 19.3 17.0 33.0 42.0
30代 107 8.4 46.7 23.4 25.2 13.1 33.6 29.0 38.3
40代 92 9.8 38.0 27.2 22.8 21.7 18.5 26.1 53.3
50代 88 6.8 42.0 19.3 30.7 19.3 19.3 18.2 38.6

20代男性 37 35.1 32.4 16.2 35.1 32.4 8.1 18.9 40.5
30代男性 51 11.8 52.9 21.6 23.5 9.8 23.5 19.6 35.3
40代男性 43 14.0 34.9 27.9 27.9 27.9 20.9 11.6 53.5
50代男性 45 11.1 42.2 11.1 37.8 22.2 17.8 6.7 40.0
20代女性 51 5.9 39.2 13.7 17.6 9.8 23.5 43.1 43.1
30代女性 56 5.4 41.1 25.0 26.8 16.1 42.9 37.5 41.1
40代女性 49 6.1 40.8 26.5 18.4 16.3 16.3 38.8 53.1
50代女性 43 2.3 41.9 27.9 23.3 16.3 20.9 30.2 37.2

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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パワーハラスメントに該当しうる行為
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◆上司からのハラスメントで多いのは「脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃」 

同僚からハラスメントで多いのは「隔離・仲間外し・無視などの人間関係からの切り離し」 

◆取引先からハラスメントで多いのは「セクシュアル・ハラスメント」 

 

また、行為者ごとに各ハラスメントの発生割合を算出したところ、≪上司≫からのハラスメントでは「精神的な

攻撃」（脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃）が最も高く 21.7%となり、≪同僚≫からのハラ

スメントでは「人間関係からの切り離し」（隔離・仲間外し・無視などの人間関係からの切り離し）が 19.4%で最

も高くなりました。 

また、≪取引先≫からのハラスメントでは「セクシュアル・ハラスメント」が 28.1%、≪顧客（消費者）≫からの

ハラスメントでは「精神的な攻撃」（脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言などの精神的な攻撃）が 23.3%で最も高

くなりました。 
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派遣先・出向先の人【合計25件】
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顧客（消費者）【合計60件】

身体的な攻撃 精神的な攻撃 人間関係からの切り離し

過大な要求 過小な要求 個の侵害

セクシュアル・ハラスメント その他ハラスメント

行為者ごとの各ハラスメントの発生割合

対象：職場でハラスメントを受けたことがある人
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◆ハラスメントを受けた人の44%が「誰にも相談しなかった」 最多の理由「相談しても無駄だと思ったから」 

 

次に、職場でハラスメントを受けたことがある人（375 名）に、ハラスメントを受けたとき、誰かに相談したか聞

いたところ、「相談した」は 56.0%、「誰にも相談しなかった」は 44.0%となりました。 

 

 

 

また、職場でハラスメントを受けたときに相談した相手を聞いたところ、相談相手としては、「職場の上司・先

輩」（23.7%）が最も多く、次いで、「職場の同僚」（18.1%）、「家族」（13.1%）となりました。そのほか、「職場の

相談窓口」（2.7%）や「労働組合」（2.4%）、「労働局（都道府県労働局）」（2.1%）といった回答も一定数みられ

ました。 

男女別にみると、「家族」は男性 5.7%、女性 19.6%と、女性のほうが家族に相談している結果となりました。

また、世代別にみると、20 代では「職場の上司・先輩」が 36.4%と他の世代より高くなりました。 
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全体【n=375】

相談した 誰にも相談しなかった

職場でハラスメントを受けたとき、誰かに相談したか

対象：職場でハラスメントを受けたことがある人
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職場でハラスメントを受けたときに相談した相手 ［複数回答形式］

職場の
上司・
先輩

職場の
同僚

家族 職場
以外の
友人・
知人

人事
担当者

職場の
相談
窓口

労働
組合

労働局
（都道府県

労働局）

自治体
窓口

弁護士 その他 誰にも
相談
しな
かった

全体 375 23.7 18.1 13.1 8.3 7.7 2.7 2.4 2.1 0.5 - 0.5 44.0
男性 176 23.3 15.9 5.7 2.8 10.8 4.5 2.3 2.3 0.6 - - 48.9
女性 199 24.1 20.1 19.6 13.1 5.0 1.0 2.5 2.0 0.5 - 1.0 39.7
20代 88 36.4 21.6 15.9 10.2 13.6 2.3 1.1 2.3 1.1 - - 28.4
30代 107 20.6 16.8 20.6 11.2 6.5 2.8 3.7 0.9 - - - 41.1
40代 92 25.0 16.3 6.5 6.5 3.3 2.2 3.3 1.1 - - 1.1 53.3
50代 88 13.6 18.2 8.0 4.5 8.0 3.4 1.1 4.5 1.1 - 1.1 53.4

20代男性 37 40.5 24.3 2.7 5.4 24.3 2.7 - 2.7 2.7 - - 24.3
30代男性 51 17.6 7.8 7.8 3.9 7.8 5.9 2.0 - - - - 56.9
40代男性 43 27.9 20.9 9.3 2.3 4.7 4.7 7.0 2.3 - - - 44.2
50代男性 45 11.1 13.3 2.2 - 8.9 4.4 - 4.4 - - - 64.4
20代女性 51 33.3 19.6 25.5 13.7 5.9 2.0 2.0 2.0 - - - 31.4
30代女性 56 23.2 25.0 32.1 17.9 5.4 - 5.4 1.8 - - - 26.8
40代女性 49 22.4 12.2 4.1 10.2 2.0 - - - - - 2.0 61.2
50代女性 43 16.3 23.3 14.0 9.3 7.0 2.3 2.3 4.7 2.3 - 2.3 41.9

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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職場でハラスメントを受けたことがある人の半数近くが、「誰にも相談しなかった」と回答しましたが、どのよう

な理由からなのでしょうか。 

誰にも相談しなかった人（165 名）に、その理由を聞いたところ、「相談しても無駄だと思ったから」（67.3%）が

最も高く、「相談するとまた不快な思いをすると思ったから」（20.6%）と「誰に相談してよいのかわからなかった

から」（17.0%）が続きました。相談を無意味に感じ、相談以前に諦めてしまっている人が多いようです。 
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職場でハラスメントを受けたとき、誰にも相談しなかった理由 ［複数回答形式］

対象：職場でハラスメントを受けたときに誰にも相談しなかった人

相談
しても
無駄だと
思った
から

相談
するとまた
不快な
思いを
すると
思った
から

誰に
相談して
よいのか
わからな
かった
から

自分さえ
我慢
すれば、
相談する
ほどのこと
ではないと
思った
から

相手の
仕返しが
怖かった
から

自分にも
悪い
ところが
あると
思った
から

相手は
悪意が
ないと
思った
から

世間体が
悪く、
周囲と
付き合い
づらく
なるから

他人を
巻き込み
たくなかっ
たから

その他

全体 165 67.3 20.6 17.0 15.2 8.5 5.5 4.8 4.8 4.2 2.4
男性 86 69.8 18.6 16.3 9.3 12.8 7.0 1.2 3.5 4.7 3.5
女性 79 64.6 22.8 17.7 21.5 3.8 3.8 8.9 6.3 3.8 1.3
20代 25 52.0 36.0 20.0 16.0 4.0 20.0 - 4.0 8.0 4.0
30代 44 70.5 18.2 22.7 13.6 20.5 6.8 6.8 9.1 2.3 2.3
40代 49 75.5 14.3 14.3 22.4 2.0 2.0 6.1 6.1 4.1 2.0
50代 47 63.8 21.3 12.8 8.5 6.4 - 4.3 - 4.3 2.1

20代男性 9 33.3 44.4 22.2 11.1 11.1 33.3 - - 11.1 -
30代男性 29 69.0 13.8 31.0 17.2 24.1 6.9 3.4 6.9 3.4 3.4
40代男性 19 78.9 10.5 5.3 10.5 - 5.3 - 5.3 - 5.3
50代男性 29 75.9 20.7 6.9 - 10.3 - - - 6.9 3.4
20代女性 16 62.5 31.3 18.8 18.8 - 12.5 - 6.3 6.3 6.3
30代女性 15 73.3 26.7 6.7 6.7 13.3 6.7 13.3 13.3 - -
40代女性 30 73.3 16.7 20.0 30.0 3.3 - 10.0 6.7 6.7 -
50代女性 18 44.4 22.2 22.2 22.2 - - 11.1 - - -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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※n数が30未満の属性は参考値
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◆ハラスメントを受けた人の54%が「仕事のやる気喪失」、22%は「心身不調」、19%が「退職・転職」 

◆ハラスメントを受けた20代の3割近くが離職を選択 

 

続いて、職場でハラスメントを受けたことがある人（375 名）に、ハラスメントを受けたことで、どのような生活

上の変化があったか聞いたところ、「仕事のやる気がなくなった」が 53.6%で最も高く、次いで、「心身に不調を

きたした」が 22.4%、「仕事をやめた・変えた」が 18.9%となりました。ハラスメントは仕事のモチベーションを奪

ってしまうようです。 

男女別にみると、「仕事のミスやトラブルが多くなった」（男性 24.4%、女性 10.1%）は男性のほうが高く、4 人

に 1 人が生活上の変化として挙げました。 

また、世代別にみると、「仕事をやめた・変えた」は 20 代では 27.3%と、他の世代と比べて高くなり、特に 20

代女性では 33.3%と 3 人に 1 人の割合となりました。ハラスメントが若手の離職を招いている実態が明らかに

なりました。 
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18.9 16.8 16.5 

12.8 
9.3 7.5 6.1 3.2 0.8 2.9 

0%

25%

50%

75%

全体【n=375】

職場でハラスメントを受けたことで、どのような生活上の変化があったか ［複数回答形式］

対象：職場でハラスメントを受けたことがある人

仕事の
やる気
がなく
なった

心身に
不調を
きたした

仕事を
やめた・
変えた

仕事の
ミスや
トラブル
が多く
なった

夜、眠
れなく
なった

自分が
価値の
ない
存在に
なったと
感じた

人と
会うの
が怖く
なった

仕事を
短期間
休んだ

仕事を
長期間
休んだ

外出す
るのが
怖く
なった

転居
（引越し）

をした

その他

全体 375 53.6 22.4 18.9 16.8 16.5 12.8 9.3 7.5 6.1 3.2 0.8 2.9
男性 176 55.1 18.2 15.3 24.4 15.9 12.5 7.4 10.2 8.0 2.8 1.1 1.1
女性 199 52.3 26.1 22.1 10.1 17.1 13.1 11.1 5.0 4.5 3.5 0.5 4.5
20代 88 56.8 18.2 27.3 22.7 11.4 11.4 11.4 11.4 6.8 1.1 1.1 4.5
30代 107 54.2 26.2 15.9 18.7 14.0 18.7 12.1 9.3 4.7 4.7 - 1.9
40代 92 54.3 25.0 22.8 17.4 19.6 8.7 9.8 5.4 9.8 5.4 1.1 2.2
50代 88 48.9 19.3 10.2 8.0 21.6 11.4 3.4 3.4 3.4 1.1 1.1 3.4

20代男性 37 51.4 8.1 18.9 35.1 8.1 8.1 8.1 18.9 8.1 - 2.7 -
30代男性 51 60.8 23.5 15.7 21.6 13.7 21.6 9.8 11.8 5.9 3.9 - -
40代男性 43 65.1 23.3 23.3 30.2 23.3 4.7 11.6 7.0 16.3 7.0 2.3 2.3
50代男性 45 42.2 15.6 4.4 13.3 17.8 13.3 - 4.4 2.2 - - 2.2
20代女性 51 60.8 25.5 33.3 13.7 13.7 13.7 13.7 5.9 5.9 2.0 - 7.8
30代女性 56 48.2 28.6 16.1 16.1 14.3 16.1 14.3 7.1 3.6 5.4 - 3.6
40代女性 49 44.9 26.5 22.4 6.1 16.3 12.2 8.2 4.1 4.1 4.1 - 2.0
50代女性 43 55.8 23.3 16.3 2.3 25.6 9.3 7.0 2.3 4.7 2.3 2.3 4.7

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

男女
別

世
代
別

男
女
・
世
代
別
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≪就職活動におけるセクシュアル・ハラスメント≫ 

◆「就活中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある」20代男性の21% 

◆就活中に女性が受けたセクハラ 「性的冗談」「執拗な誘い」「身体への接触」などが多い傾向 

◆就活中にセクハラを受けた人の38%が「就活のやる気喪失」、14%は「人と会うのが怖くなった」と回答 

 

就職活動を行った人（835 名）に、就職活動中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがあるか聞いたとこ

ろ、「受けたことがある」は 10.5%、「受けたことはない」は 89.5%でした。 

男女・世代別にみると、セクシュアル・ハラスメントを受けたことがある人の割合は 20 代男性（21.1%）が最も

高く、5 人に 1 人の割合となりました。 
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15.5 
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98.2 

87.5 

84.5 

90.5 

95.3 

0% 25% 50% 75% 100%

全体【n=835】

20代男性【n=109】

30代男性【n=112】

40代男性【n=120】

50代男性【n=112】

20代女性【n=104】

30代女性【n=97】

40代女性【n=95】

50代女性【n=86】

受けたことがある 受けたことはない

就職活動中に、セクシュアル・ハラスメントを受けたことがあるか 対象：就職活動を行った人

男
女
・世
代
別
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次に、就職活動中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある人（88 名）に、その内容を聞いたところ、

「性的な冗談やからかい」（39.8%）が最も高く、次いで、「性的な事実関係（性体験など）の質問」（23.9%）、「食

事やデートへの執拗な誘い」（20.5%）となりました。採用面接や OB 訪問などにおいて、性的なことを話題にさ

れたというケースが少なくないようです。 

男女別にみると、女性では「性的な冗談やからかい」（36.6%）が最も高く、次いで、「食事やデートへの執拗

な誘い」（29.3%）、「必要ない身体への接触」（22.0%）となりました。個人的な関係を持とうと繰り返し誘ってくる

行為や、立場を利用して身体に触れてくる行為によって、就活中の女性が悩まされているという実態が明らか

になりました。 

 

  

39.8 

23.9 
20.5 19.3 17.0 

12.5 
6.8 

1.1 
5.7 

0%

25%

50%

全体【n=88】

性的な
冗談や
からかい

性的な
事実関係
（性体験など）

の質問

食事や
デートへの
執拗な
誘い

個人的な
性的

体験談を
聞かせる

性的な
内容の
情報（噂）の
流布

必要ない
身体への
接触

性的な
関係の
強要

わいせつ
な写真や
絵などの
配布・
掲示

その他

全体 88 39.8 23.9 20.5 19.3 17.0 12.5 6.8 1.1 5.7
男性 47 42.6 29.8 12.8 21.3 27.7 4.3 4.3 2.1 4.3
女性 41 36.6 17.1 29.3 17.1 4.9 22.0 9.8 - 7.3
20代 36 33.3 36.1 22.2 22.2 22.2 11.1 5.6 - 5.6
30代 27 51.9 11.1 22.2 14.8 14.8 14.8 7.4 - 3.7
40代 19 36.8 21.1 10.5 21.1 15.8 5.3 5.3 5.3 10.5
50代 6 33.3 16.7 33.3 16.7 - 33.3 16.7 - -

20代男性 23 30.4 43.5 17.4 30.4 30.4 4.3 4.3 - -
30代男性 12 66.7 8.3 8.3 - 25.0 - 8.3 - 8.3
40代男性 10 40.0 30.0 10.0 20.0 30.0 10.0 - 10.0 10.0
50代男性 2 50.0 - - 50.0 - - - - -
20代女性 13 38.5 23.1 30.8 7.7 7.7 23.1 7.7 - 15.4
30代女性 15 40.0 13.3 33.3 26.7 6.7 26.7 6.7 - -
40代女性 9 33.3 11.1 11.1 22.2 - - 11.1 - 11.1
50代女性 4 25.0 25.0 50.0 - - 50.0 25.0 - -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）

男女
別

世
代
別

男
女
・
世
代
別

就職活動中に受けたことのあるセクシュアル・ハラスメント ［複数回答形式］

対象：就職活動中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある人

※n数が30未満の属性は参考値
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では、就職活動中のセクシュアル・ハラスメントは誰から受けたのでしょうか。 

受けた行為それぞれについて、誰から受けたのか、行為者を聞いたところ、≪性的な冗談やからかい≫とい

ったハラスメントについては「人事担当者」（35 人中 12 人が回答）から受けたとの回答が目立ちました。 

また、≪食事やデートへの執拗な誘い≫や≪性的な関係の強要≫といったハラスメントについては「OB・

OG」（食事やデートへの執拗な誘いでは 18 人中 7 人が回答、性的な関係の強要では 6 人中 4 人が回答）か

ら受けたとの回答が目立ちました。 

 

    

 

    

  

5人

6人

12人

14人

3人

5人

5人

8人

2人

1人

7人

6人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=35】 男性【n=20】 女性【n=15】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪性的な冗談やからかい≫

7人

4人

9人

7人

5人

4人

5人

4人

2人

0人

4人

3人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=21】 男性【n=14】 女性【n=7】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪性的な事実関係（性体験など）の質問≫

7人

3人

4人

6人

3人

2人

1人

1人

4人

1人

3人

5人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=18】 男性【n=6】 女性【n=12】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪食事やデートへの執拗な誘い≫

4人

5人

4人

5人

2人

5人

1人

2人

2人

0人

3人

3人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=17】 男性【n=10】 女性【n=7】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪個人的な性的体験談を聞かせる≫
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3人
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0人

1人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=15】 男性【n=13】 女性【n=2】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪性的な内容の情報（噂）の流布≫

3人

1人

2人

6人

0人

1人

0人

1人

3人

0人

2人

5人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=11】 男性【n=2】 女性【n=9】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪必要ない身体への接触≫

4人

0人

0人

2人

1人

0人

0人

1人

3人

0人

0人

1人

0人 5人 10人 15人

OB・OG

リクルーター

人事担当者

その他

全体【n=6】 男性【n=2】 女性【n=4】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪性的な関係の強要≫

0人

1人

0人

0人

0人

1人

0人

0人

0人

0人
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0人
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OB・OG
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全体【n=1】 男性【n=1】 女性【n=0】

就職活動中に受けたセクシュアル・ハラスメントの行為者

［複数回答形式］ 対象：当該行為を受けた人

≪わいせつな写真や絵などの配布・掲示≫
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また、セクシュアル・ハラスメントを受けたことで、どのような生活上の変化があったか聞いたところ、「就職活

動のやる気がなくなった」（37.5%）が最も高く、「就職活動を短期間休んだ」と「就職活動を長期間休んだ」、「人

と会うのが怖くなった」（いずれも 13.6%）が続きました。セクシュアル・ハラスメントが就職活動でのモチベーシ

ョンや就職活動自体の継続意欲に影響を及ぼしていることがわかりました。 
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13.6 13.6 13.6 
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全体【n=88】

※n数が30未満の属性は参考値

就職活動中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことで、どのような生活上の変化があったか ［複数回答形式］

対象：就職活動中にセクシュアル・ハラスメントを受けたことがある人

就職
活動の
やる気
がなく
なった

就職
活動を
短期間
休んだ

就職
活動を
長期間
休んだ

人と
会うの
が怖く
なった

心身に
不調を
きたした

夜、眠
れなく
なった

自分が
価値の
ない
存在に
なったと
感じた

学業に
支障を
きたした

就職
活動を
やめた

転居
（引越し）を
した

外出
するの
が怖く
なった

その他

全体 88 37.5 13.6 13.6 13.6 10.2 8.0 8.0 5.7 4.5 2.3 1.1 1.1
男性 47 42.6 21.3 21.3 12.8 6.4 12.8 8.5 8.5 4.3 4.3 2.1 -
女性 41 31.7 4.9 4.9 14.6 14.6 2.4 7.3 2.4 4.9 - - 2.4
20代 36 47.2 16.7 22.2 11.1 5.6 2.8 2.8 8.3 2.8 2.8 2.8 2.8
30代 27 25.9 14.8 11.1 7.4 11.1 3.7 18.5 - 11.1 - - -
40代 19 36.8 10.5 5.3 26.3 10.5 21.1 5.3 10.5 - 5.3 - -
50代 6 33.3 - - 16.7 33.3 16.7 - - - - - -

20代男性 23 56.5 26.1 30.4 13.0 - 4.3 4.3 13.0 - 4.3 4.3 -
30代男性 12 33.3 16.7 16.7 - 8.3 8.3 25.0 - 16.7 - - -
40代男性 10 30.0 20.0 10.0 30.0 10.0 40.0 - 10.0 - 10.0 - -
50代男性 2 - - - - 50.0 - - - - - - -
20代女性 13 30.8 - 7.7 7.7 15.4 - - - 7.7 - - 7.7
30代女性 15 20.0 13.3 6.7 13.3 13.3 - 13.3 - 6.7 - - -
40代女性 9 44.4 - - 22.2 11.1 - 11.1 11.1 - - - -
50代女性 4 50.0 - - 25.0 25.0 25.0 - - - - - -

■全体比+10pt以上/■全体比+5pt以上/■全体比-5pt以下/■全体比-10pt以下 （％）
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本調査では、以下のサンプル数となるように割り付けて回収を行いました。 

 

 

世代 
計 

20 代 30 代 40 代 50 代 

出生時の 

性別 

（出生届に 

記載されている

性別） 

男性 
125 

サンプル 

125 

サンプル 

125 

サンプル 

125 

サンプル 

500 

サンプル 

女性 
125 

サンプル 

125 

サンプル 

125 

サンプル 

125 

サンプル 

500 

サンプル 

 

1.性別 

全回答者（1,000 名）に、自認している性別（自分が認識している性別）を聞いたところ、「男性」は 49.7%、

「女性」は 49.9%、「その他」は 0.4%でした。また、出生時の性別と自認している性別が一致していない人の割

合を算出すると、1.3%（「出生時の性別が男性で自認している性別が女性」0.5%、「出生時の性別が女性で自

認している性別が男性」0.4%、「自認している性別が『その他』の人」0.4%の合計）となりました。（※1） 

男女別（※2）にみると、男性の回答では、「男性」98.6%、「女性」1.0%、「その他」0.4%となり、出生時の性別

と自認している性別が一致していない人は 1.4%（「女性」と「その他」の合計）、女性の回答では、「男性」0.8%、

「女性」98.8%、「その他」0.4%となり、出生時の性別と自認している性別が一致していない人は 1.2%（「男性」

と「その他」の合計）でした。 

 

 

 

※1 連合「ハラスメントと暴力に関する実態調査」（2017 年 11 月）では、出生時の性別と自認している性別が一致していない人

の割合は全体の 2.0%でした。 

 

※2 出生時の性別で分類。以降同様。 
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全体【n=1000】

男性【n=500】

女性【n=500】

男性 女性 その他

自認している性別（自分が認識している性別） ［単一回答形式］

出生時の

性別
（出生届に

記載されている

性別）

出生時性と
自認性に
違いがある

1.3

1.4

1.2

回答者の基本的属性 
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2.職業 

全回答者（1,000 名）に、職業を聞いたところ、「正社員・正職員（民間企業、団体等）」が最も多く 64.0%、次

いで、「パートタイマー」が 17.2%となりました。（※3） 

男女別にみると、男性では「正社員・正職員（民間企業、団体等）」（77.8%）が突出して高くなっているのに対

し、女性では「正社員・正職員（民間企業、団体等）」が 50.2%、「パートタイマー」が 30.6%でした。 

※3 民間企業や組織等の職場における労働者の実態を把握することが目的のため、自ら起業した者や自営業者、会社役員・経

営者は除いています。 
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2.2 0.3 
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全体【n=1000】 男性【n=500】 女性【n=500】

職業 ［単一回答形式］

正社員・
正職員

（民間企業、団体等）

有期雇用
契約社員・
嘱託社員、
有期雇用
契約職員・
嘱託職員

（民間企業、団体等）

公務員
（正職員）

公務員
（有期雇用契約職員・

嘱託職員）

パートタイマー アルバイト 派遣社員 自営の
家族従業者
（農林漁業含む）
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◆調査タイトル ：仕事の世界におけるハラスメントに関する実態調査 2019 

◆調査対象 ：ネットエイジアリサーチのモニター会員を母集団とする 

全国の20歳～59歳の有職（※）男女 

※民間企業や組織等の職場における労働者の実態を把握することが目的のため、 

自ら起業した者や自営業者、会社役員・経営者は除いた） 

◆調査期間 ：2019年5月8日～5月9日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：1,000サンプル 

（男性）20代125s、30代125s、40代125s、50代125s 

（女性）20代125s、30代125s、40代125s、50代125s 

◆実施機関 ：ネットエイジア株式会社 

 

 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、「連合調べ」と 
付記のうえご使用くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

連合（日本労働組合総連合会） 

 

総合男女・雇用平等局  担当：松野 

TEL ：03-5295-0515 

E メール ：jtuc-equality@sv.rengo-net.or.jp 
 

総合企画局 企画局  担当：小林 

TEL ：03-5295-0510 

E メール ：jtuc-kikaku@sv.rengo-net.or.jp 
 

受付時間 ：10 時 00 分～17 時 30 分（月～金） 

 

 

組織名 ：連合（日本労働組合総連合会） 

代表者名 ：会長 神津 里季生 

発足 ：1989 年 11 月 

所在地 ：東京都千代田区神田駿河台 3-2-11 連合会館 

活動内容 ：すべての働く人たちのために、希望と安心の社会をつくる 

■■調査概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 

■■本調査に関するお問合せ窓口■■ 

■■連合(日本労働組合総連合会) 概要■■ 


